
延
原
武
春
さ
ん
の
近
況

二
十
七
回
生

萩
原

直
大

延
原
武
春
氏
は
相
変
わ
ら
ず
精
力
的
に
演
奏
活
動
を
展
開
さ
れ

て
い
て
，
お
陰
で
私
も
東
京
近
郊
に
居
な
が
ら
，
テ
レ
マ
ン
協
会

の
演
奏
会
は
も
と
よ
り
，

指
揮
者
延
原
氏
を
客
席
か
ら
毎
月
の
よ

う
に
仰
ぎ
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

1
2
月
一
東
京
文
化
会
館
，

1
月
一
同
場
，

2
月
一
杉
並
公
会
堂
，

3
月
一
横
浜

・
神
奈
川
県
民
ホ
ー
ル
(
震
災
の
影
響
で
中
止
)
，

4

月
一
東
京
文
化
会
館
，

7
月
一
同
場

全
て
延
原
氏
が
指
揮
を
と
ら
れ
ま
し
た
が
，
こ
れ
か
ら
は
い
よ

い
よ
氏
の
オ
ー
ボ
エ
が
聴
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
，
今
は
伊
勢
に
戻
ら
れ
た
林
裕
三
氏
か
ら
次
の

よ
う
な
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

三
重
県
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
三
月
十
七
日
に
テ
レ
マ
ン
協
会

の
演
奏
会
が
開
か
れ
，
久
々
に
楽
屋
を
訪
れ
歓
談
さ
れ
た
と
い
う

も
の
で
す
。
楽
屋
で
は
延
原
氏
の
他
，
フ
ォ
ル
テ
ピ
ア
ノ
の
貴
公

子
高
田
泰
治
氏
や
テ
レ
マ
ン
協
会
新
代
表
者
の
中
野
順
哉
氏
(
チ

ェ
ン
バ
ロ
奏
者
中
野
振

一
郎
氏
の
弟
)
と
も
会
わ
れ
た
そ
う
で

す
。
そ
の
時
の
話
・
写
真
を
次
頁
に
掲
載
し
ま
す
。

テ
レ
マ
ン
協
会
延
原
武
春
三
重
に
来
る
!

二
十
七
回
生

林

裕

私
達
二
十
七
回
生
と
同
期
の
テ
レ
マ
ン
協
会
の
代
表
で

あ
っ
た
延
春
武
春
君
が
三
重
県
に
来
て
く
れ
る
と
言
う
こ

と
で
同
期
の
萩
原
君
に
連
絡
先
を
聞
い
て
、
早
速
三
月
十
七

日
三
重
県
文
化
ホ
ー
ル
の
楽
屋
を
演
奏
前
に
訪
ね
た
。
黒
い

コ
1
ト
に
長
い
真
赤
な
マ
フ
ラ
ー
を
し
て
サ
ン
グ
ラ
ス
を

つ
け
て
出
て
き
た
と
き
は
や
は
り
芸
術
家
だ
と
驚
嘆
し
た
。

コ
l
ト
を
脱
ぎ
サ
ン
グ
ラ
ス
を
外
す
と
子
供
時
代
の
武
春

ち
や
ん
だ
。
本
日
の
フ
ォ
ル
テ
ピ
ア
ノ
の
演
奏
者
高
田
泰

治
君
や
新
代
表
で
あ
る
中
野
順
哉
氏
と
も
お
会
い
出
来
た
。

テ
レ
マ
ン
の
演
奏
会
は
楽
し
さ
が
狙
い
と
言
う
。
そ
れ
は
武

春
ち
ゃ
ん
の
話
術
に
負
う
と
こ
ろ
も
多
い
が
、
楽
器
の
こ
と
、

曲
目
に
つ
い
て
も
解
説
し
て
く
れ
、
特
に
演
奏
者
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ウ
す
る
と
客
席
か
ら
笑
い
声
が
起
こ
る
。
演
奏
後
客

を
舞
台
に
上
げ
て
身
近
に
ピ
ア
ノ
を
見
せ
て
く
れ
る
サ
ー

ビ
ス
も
あ
り
、
確
か
に
楽
し
い
演
奏
会
で
あ
っ
た
。

延
原
氏
の
活
躍
の
場
は
日
本
に
限
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
(
ド
イ
ツ
が
主
)
，
や
は
り
本
場
は
大
阪
。
い
ず
み
ホ
ー
ル
を
中

心
に
ザ

・
シ
ン
ホ
ニ
ー
ホ

l
ル
，
大
阪
倶
楽
部
と
目
白
押
し
。

そ
の
合
間
を
縫
っ
て
，
東
日
本
大
震
災
追
悼
コ
ン
サ
ー
ト
を
カ

ト
リ
ッ
ク
夙
川
教
会
聖
堂
で
実
施
。
そ
の
他
，
千
里
山
会
の
皆
様

に
は
懐
か
し
い
グ
レ
ー
ス
幼
稚
園

(
会
誌
第
9
号
千
里
山
幼
稚
園

物

語

(
二
)
参
照
)

で
も
毎
年
演
奏
を
続
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

ま
た

一
方
，
本
年
5
月
2
8
日
茨
木
市
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー

で
は
，

[
音
楽
絵
巻

創
作
講
識
と
室
内
楽
と
い
う
不
思
議
な
出
会

い
]
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
茨
木
と
講
談
と
言
え
ば
片
桐
皇
元
。

チ
ェ
ン
バ
ロ
を
主
と
し
た
室
内
管
弦
楽
と
大
阪
城
落
城
で
活

3

躍
し
た
片
桶

E
元
が
ど
の
よ
う
に
結
び
付
く
の
か
?
聞
い
て
み

た
か
っ
た
も
の
で
す
。

氏
は
テ
レ
マ
ン
協
会
の
代
表
を
降
り
，
こ
れ
か
ら
は
オ
ー
ボ
エ

の
演
奏
を
時
折
復
活
さ
せ
る
よ
う
で
す
。

代
表
交
代
の
挨
拶
文
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。
(
次
々
頁
参
照
)

最
後
に
今
年
の

1
月
，
日
経
新
聞
の
朝
刊
「
文
化
」
欄
に
，

「
作
曲

当
時
の
音
の
世
界
」

と
題
し
て
サ
イ
モ
ン
・
ス
タ
ン
デ
イ
ジ
氏
の

文
章
が
載
っ
て
お
り
，
そ
こ
に
テ
レ
マ
ン
と
の
長
い
付
き
合
い
が

語
ら
れ
て
い
ま
し
た
の
で
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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ム
」
章
表
U
た
そ
の
時
、
一
い
か
」
・
延
原
さ
ん
の
申
し
石
笠
宮
第
9
き
演
奏
し
一
た
。
モ
ダ
ン
と
ピ
リ
オ
ド
の

ホ
グ
ウ
ッ
ド
が
彼
の
友
人
と
一
出
に
応
え
て
卯
年
、
テ
レ
マ
一
九
憲
初
は
現
代
楽
総
事
門
一
弦
楽
路
の
遣
い
は
右
手
の
弓

し
て
私
に
紹
介
し
た
の
が
、
一
ン
の
ピ
リ
オ
ド
楽
根
郡
門
一
の
楽
員
ば
か
り
。
欧
州
に
も
一
使
い
に
集
約
さ
れ
、
左
手
は

オ
ー
ボ
エ
奏
者
の
延
頗
さ
ん
一
「
コ
レ
ギ
ウ
ム

・
ム
ヲ
ク
ム
一
ピ
リ
オ
ド
楽
絡
を
「
奇
ぞ
エ
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
・
右
手

だ
っ
た
。
私
た
ち
は
終
演
後
一

・
テ
レ
マ
ン
(
C
M
T
)」
を
一
テ
レ
ツ
な
異
分
子
」
と
考
え
一
を
丹
念
に
直
し
な
が
ら
、
古

に
初
め
て
会
っ
て
憲
無
投
一
立
ち
上
げ
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
一
る
奏
者
は
い
る
の
で
、
大
阪
一
楽
に
ふ
さ
わ
し
い
音
符
の
立

合
、
「
近
い

-2り
の
再
会
」
一
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
就
い
た
一
で
「
私
の
ア
イ
デ
ア
が
歓
迎
一
ち
ょ
げ
方
を
教
え
る
過
程
に

を
約
束
し
た
。
そ
う
し
た
ら
一

b

I

b

一
さ
れ
て
い
る
の
か
」
と
不
安
一
お
い
て
、
国
語
や
キ
ャ
リ
ア

』

J

』
一
宋
か
ら
は
ザ
ロ
モ
ン
の
リ
l
一
私
は
1
8
0
0年
以
前
の
一
本
当
に
同
じ
年
の
う
ち
、
パ
一

世
界
に
先
駆
け
鰐
9
演
実
一
に
な
っ
完
だ
が
延
原
さ
ん
一
は
関
係
な
い
.
大
阪
で
も
、
問

拍
手
・歓
声
、
ω年
で
変
化

一
ダ
ー
だ
砂
で
な
く
、
ホ
グ
ウ
一
小
編
成
の
室
内
楽
に
早
く
か
一
り
で
ほ
っ
た
り
再
会
し
た
。
一
般
初
に
伊
丹
空
港
ま
で
迎
一
の
「
絶
え
ず
新
し
い
こ
と
を
一
じ
方
法
蛤
で
鹿
代
の
C
M
T

初
め
て
の
防
日
は
1
9
6
一
ッ
ド
指
海
エ
ン
シ
ェ
ン
ト
室
一
ら
興
味
を
覚
え
、
ご
く
自
然
一
延
原
さ
ん
は
日
本
の

ω世
一
え
に
来
た
延
原
さ
ん
は
車
内
一
し
よ
う
」
と
す
る
情
熱
が
支
一
メ
ン
バ
ー
と
接
し
て
き
た
。

7
年
。
シ
モ
ン

・
ゴ
ル
ト
ベ
一
内
管
弦
楽
団
、
ピ
ノ
ッ
ク
指
一
の
成
り
行
き
で
ピ
リ
オ
ド
楽
一
紀
音
楽
演
奏
の
先
駆
者
と
し
一
で
、
テ
レ
マ
ン
が
契
約
し
た
一
え
と
な
り
、
熱
狂
の
う
ち
に
一
私
は
昨
年
、
ド
イ
ツ

・
マ

ル
ク
が
創
立
し
、
指
傷
者
を
一
輝
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

・
コ
ン
一
路
に
行
量
語
い
た
。
ニ
ュ
l
一て
閃
年
、

大
阪
で
現
在
の
日
百
本
の
若
い
チ
ェ
ン
バ
ロ
奏
一
初
年
が
過
ぎ
て
い
っ
ち
一
グ
デ
プ
ル
ク
の
国
際
テ
レ
マ

務
め
た
オ
ラ
ン
ダ
室
内
管
弦
一
サ
l
卜
の
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
一
ヨ
1
ク
の
ヲ
ュ
リ
ア
1
ド
音
一
本
テ
レ
マ
ン
協
会
を
立
ち
上
一
奮
の
録
音
を
私
に
聴
か
せ
一
』

I

b

一
ン
協
会
か
ら
「
テ
レ
マ
ン

・

楽
団
の
第
1
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
一
タ
l
、
護
者
と
し
て
の
来
一
護
で
イ
ワ
ン

・
ざ
さ
ミ
ア
百
た
。
創
立
四
半
世
紀
義
一
実
演
し
て
み
な
い
か
」
と
一
右
手
の
重
い
に
特
徴
一
メ
ダ
ル
」
を
患
っ
ち
そ

奏
者
と
し
て
だ
。
現
在
建
て
百
が
幽
唱
え
ち
一
ン
教
慢
に
師
寧
し
て
い
た
一
て
、
ピ
リ
オ
ド
楽
総
へ
の
転
一
侍
ち
か
げ
令
そ
の
演
奏
は
一
私
は
母
国
で
も
、
ロ
ン
ド
一
の
貧
金
で
近
々
、
私
の
合
奏

笛
え
中
の
大
阪
フ
ェ
ス
テ
ィ

l
i
l
i
-
-
-
-
-
I
l
l
i
-
-
i
l
i
l
i
-
-
-
-

m
世
紀
音
楽
へ
の
自
然
な
感
一
ン
の
王
立
音
楽
ア
カ
ぞ
?
一
回
「
コ
レ
ギ
ウ
ム

・
ム
ジ
ク

パ
ル
ホ
I
ル
で
も
演
奏
し

嗣
園
内
川
温
沼
田
園
・
ヨ
周
司
圃
司
眉
咽
』
凶
・
・
d
・

覚
と
愛
情
に
満
ち
、
私
の
興
一
教
授
を
務
め
、
ピ
リ
オ
ド
楽
一
ム
羽
」
と

T
Vマ
ン
の
知
ら

ち
当
時
宮
本
の
要
は

且

日

抽

出

荷

園

田

晴

明

M
m副
‘

.

昧
を
か
霊
て
ち
こ
う
し
一
穏
に
不
君
主
生
高
き
一
れ
ざ
る
貨
を
録
音
す
る
。

英
国
出
身
の
私
が
毎
年
大
一
即
座
に
反
応
せ
ず
、
と
て
も

量
・
圃
・
・
-
-
-
圃
E
E副
・
E
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
E
・
F
・
圃

て
始
ま
っ
た
中
野
顕
一
郎
さ
一
合
う
揚
面
が
多
い
。

ω年
代
一
「
テ
レ
マ
ン
」
と
は
縁
が
切

断
雇
を
防
れ
る
よ
う

に

な

っ

て

一

静

か

に

鳴

い

て

い

だ

品

『

で

ん

と

の

デ

ュ

オ

歴

も

初

年

を

一

の

自

由

化

と

前

後

し

て

、

東

一

れ

な

い

の

で

あ

る

。

(

パ

ロ

三

撃
が
過
買
え
日
本
で
パ
一
も
集
中
力
は
変
わ
ら
な
い
。
古
書
で
パ
ッハ
な

ど

妻

、
大
阪
の
蓄
を
初
年
指
導
。
費
ロ
ン
ド
ン
の
ウ
ィ
グ
一
欧
で
導
す
議
会
蓄
え
一
ツ
ク
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
撃

墜
ッ
ハ
や
ヴ
ィ
グ
7
ル

デ

ィ

な

一

が

、

知

章

歓

声

は

ず

い

ぶ

サ

イ

モ

ン

・
ス

タ

ン

デ

イ

ツ

モ
ア
・
ホ
1
4
B
B
Cで

‘巴
一ど

同

世

紀

の

音

楽

を

専

門

に

一

ん

警

帯

び

て

き

だ

ち

ょ

も

演

奏

の

雲

を

得

た

。

畏

匡

一

演

奏

し

て

き

た

草

分

げ

の

団

一

う

ど

臼

本

各

地

頃

、

チ

ェ

ン
バ
ロ
奏
者
の
ケ

h
φ
a
f
y

年
の
共
演
を
通
じ
、
中
野
さ

ず
諸
経
堅
持
約
一
抑
制
反
計
一
長

崎
財
ケ
絡
協
る
j日

本

一
・
要

す

る

た

め

だ

-

遣

す

よ

う

に

・

元

す

る

言

古

楽

の

警

が

倒

幕

柑

知

り

、

損

壊

を

弓

紀

婦

の

音

楽

を

作

曲

当

時

一

則

年

に

ザ

ロ

ク

ス

マ

身

に

つ

い

た

。

4

・1

C
M
Tで
は
パ
ッ
ハ
、
モ

Eaの

番

(
ザ
オ
ド
一
モ
ン
雲
量

ω向
日

1
9
8
8年
、
ホ
グ
ウ
ッ
一

Zっ
て
い
義
期
だ
と
一

l
ツ
ア
ル
ト
、
ゲ
イ
ゲ
ア
ル

一楽
続
)
で
弾
く
の
を
盲
専
門
に
一
奏
団
を
結
成
し

・
一
本
ド
の
エ
ン
シ
エ
ン
ト
室
内
管
一
思
う
。
「
大
阪
を
定
期
的
に
一
デ
ィ
、
フ
ラ
ン
ス
の
作
曲
家

τ事
案

。

。

主

主

た

の

を

演

に

、

完

日

と

オ

ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
昼
、
一
訪
れ
て
演
奏
す
る
だ
け
で
な
一
で
私
が
留
す
る
ル
ク
レ
l

一般
に

3
2
2一

5ド
蓄

ギ

コ

Zを
恩
実
規
理
ツ
ア
一
く
、
バ
ロ
ッ
ク
ヴ
ア
イ
オ
リ
一
ル
な
ど
は
も
ち
え
、
世
界

一
喜
楽
家

や

棄

と

金

交

流

一

へ

の

傾

斜

を

僚

た

碕

1
を
行
っ
た
殿
、
裏
で
モ
一
ン
を
は
じ
め
ピ
リ
オ
ド
言
一
に
先
が
け
て
、
ピ
リ
オ
ド
楽

一
は
人
生
の
大
車
な
財
産
有
一
め
た
。

ω年
代

l
ツ
ア
ル
ト
の
「
レ
ク
イ
エ
一
の
奏
法
も
指
灘
し
て
く
れ
な
一
路
に
よ
る
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

皆様へ

今年は 2011年 o 21 世紀も 10年目を迎え、これからが本格的な「新世紀」の幕開け

となってゆくのではないかと思っています. そんなことをつらつらと考えているうちに、 自分たち演

奏家が立っている「位置」について、 少なからず不安も感じてもいます.

2011年{

日記

産拘

団

「テレマンは関西え化の将来にどう関わってゆくのか」一一一一

社会 ・え化に対して明確なビジョンとオヒ・ニオンを構築してゆにとが、 21世紀にはより深〈、

より本格的に求められるのではないでしょうか。

手ムはかねがね日本テレマン協会は音楽の団体である以前にえ化の団体であると考えてき

ました.そしてそのリーダーとして 48年間代表を務めてきました.しかし今、その投割はキムー

メ、では少し「手薄」なのではないかと実感しております。

代表代行の中野)1原哉は環境問題や地域のえ化振興、 上方講談とのコラポレーション

など、社会性 ・土着性 ・創造性という様々な視点で「テレマンの存立意義」を証明して

きました.彼と共に 121世紀の演奏団体のあるべき姿」 について、もっとひざ詰めで考えて

行きたい一一それが今のfムの偽らざる忠L、でもあります。

この新世紀の幕開けの年。l月l日をもって中野順哉を 日本テレマン協会の代表とするこ

とにしました。もちろん私は今まで通り 日本テレマン協会のリーダーであり、 音楽監督であり、

何も変わるところはございません.ただ、彼との二人三脚でしばし 121世紀」 を歩んでみた

いと思っています.

武春E毛1子、

今後とも宜しくお願い申し上げます。

延原武春
中野 j慎哉

2011年 2月吉日

日本テレマン協会

会長 ・音楽監督

代 表

2011年1月24日

日経新聞朝刊

近41:1400万人的命をええる見邑湖町本.こ同お千帆には本曹浄化するために川'J?皐られと「西田湖j町葦〈よし〉を使用して

います.お千臥-4jIで琵琶湖に卓、約 200・Jットルが浄化され止ことになります.

この組に関するお問い令わぜは 06(6314)3772~事ピー7ール株式会#まで.
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